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 事業概要 

衛星熱設計の合理化を目指して「衛星熱環境不確定性定量化」の実現に必要な鍵技術を獲得し,衛星
開発の効率化・高度化に貢献することを目的とする. 

 

 JSS2 利用の理由 

何十,何百万サンプルの衛星熱解析を検証可能な計算時間で実施できる環境は他にはない. 
 

 今年度の成果 

ガウス過程回帰を活用した衛星熱シミュレータのエミュレータ化技術を開発し,実衛星問題に適用し,
その効果を実証した.JSS2 は,ガウス過程回帰の実装部分での計算高速化の検討に利用した. 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：0.00 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 0.36 0.00 
SORA-PP 0.00 0.00 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 011.92 0.01 
/data 2,384.19 0.04 
/ltmp 488.28 0.04 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI 
スレッド並列手法 OpenMP 
プロセス並列数 64 
１ケースあたりの経過時間 0.00 秒 
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